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【問題と目的】 

 本稿の目的は，大学生の就職活動に係る自己 PR

文を題材に，就職内定者の産出文章について，添

削前と添削後（内定獲得につながった文章）では

どのような違いが見られるのかを探索的に検討す

ることである。 

自己 PR 文は，多くの大学生が就職活動の場面で

産出を求められる。坂本（2013）は，たとえばア

ルバイトを題材とする場合，PR の着眼点として①

積極的に行動した事例，③目標を達成した事例・

成果など６点を挙げており，また，そのような点

を活かして文章を書く際，様々な着眼点で（自身

の）経験を分析することについて述べている。坂

本（2013）では，これらの観点から産出された内

定者の自己 PR 文，中でも，坂本による添削やコメ

ントが加えられる前および後の文章が掲載されて

いる（添削やコメントを加えられた後の文章につ

いては，内定獲得につながっている）。そこで，内

定獲得につながる文章の産出を行う上で必要なこ

とがらを検討する一環として，本稿では，添削前

と後における産出文章の違いについて検討した。 

【方   法】 

材 料 自己 PR 文 本稿では，坂本（2013）に掲

載されている自己 PR 文のうち，内定者の実例とし

て紹介されている 30 名分の産出文章（添削前 30

編/添削後 30 編）を材料として用いた。なお，文

章産出者は，就職活動中の大学４年生である。 

手続き 30 名の大学生の自己 PR 文について，添

削前/添削後の文章の違いを検討するため，対象と

なる文章をデータベース化した。その上で，

TRUSTIA を用いた文章の解析を行い，クラスター

の分類，文書に関する基本的なデータの算出（１

文書あたりの平均語句数，平均文字数），語句トッ

プ 10（名詞句・形容詞句・動詞句の頻度），係り

受けトップ 10（名詞句―形容詞句，名詞句―動詞

句の係り受けの頻度）に関する分析を行った。な

お，本稿において主な分析対象となるのは，係り

受けトップ 10 に関するデータである。 

【結果と考察】 

 TRUSTIA を用いた文章の解析により，下記に示

す結果が得られた。まず，書き手の平均産出字数

を検討したところ，添削前は 131 字，添削後は 140

字であった。添削前―添削後間で対応のあるｔ検

定を行ったが，字数の差は有意ではなかった。そ

こで，実際の記述事項にどのような違いが見られ

るのかを検討するため，係り受けについて，名詞

句―形容詞句における事例を基に，以下の検討を

加えた。 

まず，添削前の文章における係り受けトップ 10

として挙げられた事項は，「声―大きい（頻度２）」

「経験―よい（頻度１）」「人，先生，特訓，結果

―厳しい（それぞれ頻度１）」といったものであっ

た。このうち，声に関する文章は一編見られ，ア

ルバイトを例にしていたが，文章の中身を確認し

たところ，「私の声は大変大きく～」「大きな声と

元気のよさで，御社の皆様を明るくします」のよ

うに，書き手自身が声が大きいという状態が記さ

れているものであった。また，「経験―よい」につ

いても当該に関する文章が一編見られ，「（テレビ

局のカメラアシスタントのアルバイトの経験を踏

まえ）荷物がとても重くて辛かったのですが，そ

れもよい経験になりました」といった，書き手自

身の経験を踏まえた感想と思われる記述がなされ

ていた。 

一方，添削後の文章については，「ベテラン店員

挨拶，指導，舞台裏，練習―厳しい（それぞれ頻

度１）」「意思，仕事，障がい者，疎通－困難（そ

れぞれ頻度１）」といった係り受けがトップ 10 に

含まれた。このうち，「ベテラン店員―厳しい」つ

いては当該文章が一編見られ，中身を確認したと

ころ，服屋でのアルバイトの中で，店の売上アッ

プに貢献するためにコーディネート術とセールス

トーク術をベテラン店員に厳しく指導されたこと， 

その結果，客単価を 32.8%アップさせたことが記

されている。これらの記述を基にすると，添削前

の文章では書き手の状態や書き手自身の経験の感

想が記される程度であるものの，添削後において

は具体的な目的のために具体的な指導をなされ，

具体的数値をもって指導の結果が示されていると

いうことが考えられる。だたし，ここで検討を加

えたのは名詞句―形容詞句に関する係り受けのご

く一部にすぎない。今後は名詞句―形容詞句およ

び名詞句―動詞句の係り受け全体に関する詳細な

検討が必要であろう。 

（注）本研究は，平成 25 年度 阪南大学産業経済

研究所の助成を受けて行われた。 
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